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市
民
の
皆
さ
ん
が
、
安
心
し
て
新
ら
し
い
年
を
迎
え

ら
れ
る
よ
う
に
、
消
防
団
員
が
深
夜
の
巡
回
な
ど
、
火

災
防
止
の
た
め
警
戒
に
当
た
り
ま
す
。

●

期

間

12
月
28
日
（
日
）
〜
30
日
（
火
）

●

時

間

午
後
８
時
〜
午
前
２
時

※
期
間
中
は
、
午
後
９
時
に
警
鐘
や
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

し
ま
す
の
で
、
火
の
元
の
点
検
を
お
願
い
し
ま
す

《
市
消
防
出
初
式
》

災
害
の
な
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
恒
例

の
伊
万
里
市
消
防
出
初
式
を
行
い
ま
す
。
今
回
は
、
来

年
度
に
市
制
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
記
念
事
業

の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
各
種
催
し
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
観
く
だ
さ
い
。

●

日

時

平
成
16
年
１
月
11
日
（
日
）

●

内

容

▽
通
常
点
検
（
午
前
９
時
〜
）

伊
万
里
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽
分
列
行
進
（
午
前
10
時
〜
）

駅
通
り

▽
初
め
式
（
午
前
10
時
半
〜
）

伊
万
里
駅
南
広
場

▽
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

（
午
前
11
時
35
分
〜
）

駅
前
多
目
的
広
場

・
は
し
ご
乗
り

・
伊
万
里
農
林
高
校
の
太
鼓

演
奏

・
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
の
マ

ー
チ
ン
グ
演
奏

●

問
合
先

消
防
本
部
消
防
団
係

（
1
@3
４
３
１
１
）

わ
た
し
た
ち
の
郷
土
『
伊
万
里
』
に
は
、
魅
力
あ
る
《
お
宝
》
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。
そ
ん
な
、
見
せ
た
い
、
自
慢
し
た
い
《
お
宝
》
を
募
集
し
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
応
募
方
法

各
世
帯
に
配
布
し
て
あ
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
《
お
宝
》

の
写
真
を
添
え
て
最
寄
り
の
各
町
公
民
館
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

◆
応
募
期
限

平
成
16
年
２
月
６
日
（
金
）

◆
発
表
・
紹
介

応
募
の
中
か
ら
50
の
《
お
宝
》
を
選
び
、
平
成
16
年
４
月
の
記
念
式
典

で
発
表
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
冊
子
に
ま
と
め
広
く
紹
介
し
ま
す

◆
問
合
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
1
@3
２
１
１
１
内
線
４
６
１
）
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広
報
伊
万
里
で
見
る

伊伊
万万
里里
市市
のの

ここ
のの
一一
年年
はは
？？

2003200312
年
の
歳
月
と
総
事
業
費
２
３
０
億
円
を
か
け
て
完
成
し
た
伊
万
里
湾
大
橋
。

３
月
９
日
、
伊
万
里
団
地
（
山
代
町
）
で
の
開
通
式
後
、
供
用
を
開
始また一つ企業が進出（進出協定調印

を終え握手を交わす日本水産㈱松岡
常務取締役と塚部市長）

インターネットを通じて生中継
された『伊万里子ども市議会』

西
暦
２
０
０
３
年
も
あ
と
わ
ず

か
で
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
に
と
っ
て
こ
の
一
年

は
、
ど
ん
な
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

い
い
年
だ
っ
た
人
、
そ
う
で
も
な

か
っ
た
人
、
そ
れ
ぞ
れ
で
し
ょ
う
。

２
０
０
３
年
、
あ
な
た
の
周
り
で

は
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
伊
万
里
市

で
も
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
が
あ
り

ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
２
０
０
３
年
と
い

う
年
が
伊
万
里
市
に
と
っ
て
ど
ん

な
一
年
だ
っ
た
の
か
、
広
報
伊
万

里
と
と
も
に
振
り
返
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

◆
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
２
周

年
を
記
念
す
る
『
女ひ
と

と
男ひ

と

き
ら

め
き
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
が
開
催
さ

れ
、
今
後
の
協
働
参
画
社
会
づ

く
り
の
た
め
に
必
要
な
意
識
づ

く
り
に
つ
い
て
話
し
合
う
（
１

月
18
日
）

◆
『
東
西
松
浦
駅
伝
大
会
』
が
行

わ
れ
、
大
接
戦
の
末
、
二
里
町

体
協
チ
ー
ム
が
初
優
勝
を
飾
る

（
１
月
26
日
）

２
０
０
３
年
の

主
な
出
来
事

◆
『
伊
万
里
子
ど
も
市
議
会
』
が

市
議
会
の
本
会
議
場
で
開
か

れ
、
市
内
の
全
小
学
校
の
代
表

32
人
が
議
員
と
し
て
参
加
（
写

真
、
２
月
１
日
）

◆
山
代
町
の
伊
万
里
団
地
に
水
産

食
品
の
製
造
販
売
大
手
、
日
本

水
産
㈱
の
進
出
が
決
ま
り
進
出

協
定
の
調
印
が
行
わ
れ
る
（
写

真
、
２
月
13
日
）

◆
伊
万
里
湾
大
橋
（
伊
万
里
港
臨

港
道
路
）
が
完
成
し
、
供
用
を

開
始
す
る
（
写
真
、
３
月
９
日
）

◆
立
花
公
民
館
が
新
築
完
成
し
、

落
成
式
が
行
わ
れ
る
（
写
真
、

３
月
30
日
）

◆
市
は
機
構
改
革
に
よ
り
、
新
た

に
『
政
策
経
営
部
』
を
設
置
。

経
営
的
な
視
点
で
の
行
政
運
営

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く

（
４
月
１
日
）

◆
大
連
市
の
賀が

旻び
ん

副
市
長
を
は

じ
め
と
す
る
大
連
市
友
好
訪
問

団
が
表
敬
訪
問
（
４
月
２
日
）

◆
焼
き
物
専
門
の
美
術
館
『
伊
万

里
・
鍋
島
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』
が
駅

ビ
ル
に
オ
ー
プ
ン
（
写
真
、
４

月
12
日
）

《
１
月
》

《
２
月
》

《
３
月
》

《
４
月
》

開通に合わせ『伊万里湾大橋開通記
念ロードレース大会』が開催され、
約1,900人が参加（写真はブリッジ
ウォ－クのもよう）
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大坪公民館から新たに分離新設した立花公民館。
初代館長は市内初となる一般公募により決定

第
５
回
伊
万
里
・
黒
澤
映
画
祭
に

は
女
優
の
原
田
美
枝
子
さ
ん
（
写

真
右
）、
真
矢
み
き
さ
ん
（
同
左
）

ら
豪
華
な
ゲ
ス
ト
が
勢
ぞ
ろ
い

佐賀大学海洋エネルギー研究センターの完成により、今後、海洋開発など
に関連する研究機関や企業の集積と新たな産業の創出が期待される

全
国
で
も
珍
し
い
駅
ビ
ル
内
美
術
館

『
伊
万
里
・
鍋
島
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』。
市
が

所
蔵
し
て
い
る
『
古
伊
万
里
』『
鍋
島
』

の
逸
品
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

い
ま
り
浪
漫
大
学
は
、
著
名

人
を
講
師
に
招
く
講
演
会
と
、

地
元
の
文
化
団
体
の
発
表
会

『
ろ
ま
ん
た
い
む
』
の
ニ
本
立

て
で
、
年
４
回
開
催
（
写
真

は
第
１
回
講
座
で
講
演
し
た

賠
償
千
恵
子
さ
ん
）

20
周
年
記
念
公
演
で
は
、
新
た
に
製
作

さ
れ
た
磁
器
製
の
『
鍋
島
太
鼓
』
に
よ

る
演
奏
が
披
露
さ
れ
た

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛
生
放
送
の
番
組
で
、

連
休
で
に
ぎ
わ
う
大
川
内
山
が

生
中
継
さ
れ
る
（
５
月
３
日
）

◆
『
古
川
知
事
と
の
緊
急
対
話
集

会
』
が
伊
万
里
商
工
会
館
で
開

催
さ
れ
る
（
６
月
７
日
）

◆
佐
賀
大
学
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
研

究
セ
ン
タ
ー
が
伊
万
里
団
地
に

完
成
し
、
開
所
式
が
行
わ
れ
る

（
写
真
、
６
月
14
日
）

◆
伊
万
里
の
観
光
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
ト
ン
テ
ン

ト
ン
の
『
秋
鼓
会
』
が
佐
賀
県

観
光
功
労
者
表
彰
を
受
け
る

（
７
月
11
日
）

◆
市
が
保
有
す
る
個
人
情
報
を
保

護
す
る
た
め
に
適
正
な
取
り
扱

い
の
基
本
的
事
項
を
定
め
、
個

人
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る

『
伊
万
里
市
個
人
情
報
保
護
制
度
』

が
施
行
さ
れ
る
（
８
月
１
日
）

◆
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
申

請
・
交
付
開
始
（
８
月
25
日
）

◆
県
内
初
の
市
民
運
営
に
よ
る
市

民
大
学
『
い
ま
り
浪
漫
大
学
』

が
開
校
（
写
真
、
９
月
10
日
）

◆
『
秘
窯
の
里
』
大
川
内
山
の
鍋

島
藩
窯
跡
が
、
市
で
は
初
め
て

と
な
る
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ

る
（
９
月
16
日
）

◆
伊
万
里
の
特
産
物
を
食
材
と
し

た
創
作
料
理
を
競
う
『
第
１
回

自
慢
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
』
が
開

催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
自
慢
料

理
が
出
品
さ
れ
る
（
９
月
23
日
）

◆
第
５
回
伊
万
里
・
黒
澤
映
画
祭

が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
映
画
フ

ァ
ン
で
に
ぎ
わ
う
（
写
真
、
10

月
３
〜
５
日
）

◆
伊
万
里
太
鼓
20
周
年
記
念
公
演

が
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
る

（
写
真
、
10
月
12
日
）

◆
第
３
回
伊
万
里
お
菓
子
ま
つ
り

が
伊
萬
里
神
社
境
内
で
開
催
さ

れ
る
（
11
月
９
日
）

◆
電
気
事
業
法
な
ど
の
規
制
を
緩

和
す
る
構
造
改
革
特
区
『
伊
万

里
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
知
的
特
区
』
が
認
定
さ

れ
、
総
理
大
臣
か
ら
の
授
与
式

が
行
わ
れ
る
（
11
月
28
日
）

◆
伊
万
里
市
と
大
連
市
を
結
ぶ
定

期
航
路
の
第
１
便
が
伊
万
里
港

に
入
港
す
る
（
11
月
30
日
）

《
５
月
》

《
６
月
》

《
７
月
》

《
９
月
》

《
10
月
》

《
11
月
》

《
８
月
》
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せ
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●

提
出
書
類

入
札
参
加
資
格
申
請
書
、
印
鑑

証
明
書
、
納
税
証
明
書
ほ
か

●

提
出
・
問
合
先

財
政
課
財
政
係

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
４
３
３
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.city.im

ari.saga.jp

◆
水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は

水
道
管
に
保
温
チ
ュ
ー
ブ
、
布
、

縄
を
巻
い
て
、
そ
の
上
を
ビ
ニ

ー
ル
な
ど
で
保
護
し
て
く
だ
さ

い
。
古
く
な
っ
た
チ
ュ
ー
ブ
な

ど
は
、
取
り
替
え
て
く
だ
さ
い

◆
管
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き

タ
オ
ル
か
布
を
か
ぶ
せ
、
そ
の

上
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
解

か
し
て
く
だ
さ
い

集
合
税
（
市
・
県
民
税
、
固
定

資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税
）
の

６
期
分
の
納
期
限
は
、
12
月
25
日

で
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
１
〜
５
期
分
の
納
期
限

は
す
で
に
過
ぎ
て
い
ま
す
。
ま
だ

納
付
し
て
い
な
い
人
は
、
早
急
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先

税
務
課
徴
税
対
策
室

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
２
３
５
）

人
権
問
題
や
相
続
、
不
動
産
、

借
地
借
家
、
金
銭
貸
借
、
家
庭
の

問
題
な
ど
に
つ
い
て
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

●

日

時

平
成
16
年
１
月
９
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

会

場

松
浦
公
民
館

●

相
談
担
当

人
権
擁
護
委
員

高
田
貞
子

法
務
局
職
員

福
田
か
お
り

●

問
合
先

佐
賀
地
方
法
務
局
伊
万
里
支
局

（
1
@3
２
４
９
２
）

伊
万
里
市
が
行
う
入
札
（
見
積

り
）
に
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

あ
ら
か
じ
め
指
名
業
者
と
な
る
た

め
の
登
録
申
請
が
必
要
で
す
。

登
録
申
請
の
た
め
の
要
領
を
財

政
課
窓
口
に
備
え
て
い
ま
す
の

で
、
期
間
内
に
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
登
録
申
請
に
つ
い
て
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
案
内

し
て
い
ま
す
。
要
領
お
よ
び
申
請

書
様
式
の
取
り
寄
せ
が
可
能
で

す
。

●

資
格
期
間

平
成
16
、
17
年
度

●

受
付
期
間

平
成
16
年
１
月
５
日
〜
30
日

●

業

種

物
品
関
係
（
物
品
の

販
売
・
製
造
・
修
理
な
ど
）

南
波
多
町
小
麦
原

福
永

忠
継
さ
ん

◆期 間 12月21日～31日

◆スローガン
「守ろう交通ルール

高めよう交通マナー」

◆運動の重点
・高齢者の交通事故防止

・シートベルトとチャイルドシート

の着用の徹底

・飲酒・暴走運転の追放

◆市内の交通事故発生状況
（11月30日現在）

人身事故 506件（前年比 － 18）

死 者 ４人（ 〃 － 1）

傷 者 656人（ 〃 － 27）

物損事故 946件

年末の交通安全県民運動

年末は何かと気ぜわしく、交通事
故が起きやすくなります。
ドライバーの皆さん、心にゆとり

を持って、歩行者や他の車に思いや
りのある運転を心がけましょう。
また、夕暮れ時には早めのライト

点灯をお願いします。
これから忘年会などでお酒を飲む

機会が増えますが、飲酒運転は絶対
にやめましょう。◆

水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き

元
栓
を
閉
め
て
、
破
裂
し
た
個

所
に
布
や
テ
ー
プ
を
巻
き
付
け

た
後
で
、
市
水
道
部
ま
た
は
近

く
の
市
指
定
水
道
工
事
店
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い

●

問
合
先

水
道
部
（
1
@3
５
４
０
０
）

●

工
事
店
問
合
先

伊
万
里
市
管
工
事
協
同
組
合

（
1
@2
５
３
３
３
）

平
成
15
年
工
業
統
計
調
査
を
、

12
月
31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

調
査
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
12

月
中
旬
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て

調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。
な
お
、

調
査
内
容
は
統
計
法
に
基
づ
き
秘

密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確

な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

●

問
合
先

情
報
推
進
課

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
２
２
５
）

●

対

象

知
的
障
害
者
や
そ
の
家
族
な
ど

●

日

時

平
成
16
年
１
月
13
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
半

●

会

場

市
民
セ
ン
タ
ー

●

内

容

療
育
手
帳
に
つ
い
て

施
設
へ
の
入
所
に
つ
い
て

医
療
、
年
金
、
職
業
、
生
活
な

ど
に
つ
い
て

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

●

申
込
・
問
合
先

福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
２
６
２
）

集
合
税
の
納
付
は

忘

れ

ず

に

！

ご
相
談
く
だ
さ
い

無
料
特
設
人
権
相
談

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん

統
計
調
査
に
ご
協
力
を

水
道
の
冬
じ
た
く
は

お
済
み
で
す
か
？

市
の
指
名
業
者
登
録
は

１
月
中
に
申
請
を
！

知
的
障
害
者
更
生

相
談
所
の
巡
回
相
談
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障
害
者
に
対
す
る
有
料
道
路
通

行
料
金
の
割
引
制
度
改
正
に
伴

い
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
（
料
金
自
動
支
払
シ

ス
テ
ム
）
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
走
行
時

に
お
い
て
も
割
り
引
き
が
適
用
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
に
併
せ
て
、
障
害

者
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
購
入
に
つ
い

て
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●

助
成
内
容

申
し
込
み
の
先
着
順
15
万
人
を

対
象
に
車
載
器
購
入
代
金
の
一

部
（
一
人
当
た
り
１
万
円
）
が

助
成
さ
れ
ま
す

※
す
で
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
を
持
っ

て
い
る
人
も
対
象
と
な
り
ま
す

●

申
込
方
法

市
福
祉
課
に
あ
る
『
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車

載
器
購
入
助
成
申
請
書
』
に
必

要
事
項
を
記
入
し
提
出
し
て
く

だ
さ
い

●

問
合
先

7
道
路
サ
ー
ビ
ス
機
構
Ｅ
Ｔ
Ｃ

車
載
器
購
入
助
成
係

（
1
０
３
‐
５
４
５
８
‐
５
５
６
９
）

●

対

象

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
て
い

平
成
16
年
４
月
１
日
現
在
で
、

18
歳
以
上
の
人

●

学
生
の
種
類

▽
修
士
科
目
生

６
か
月
間
在
籍
し
、
自
分
の
学

習
・
研
究
し
た
い
科
目
を
選
択

し
て
履
修
す
る
学
生

●

入
学
料

１
万
円

●

授
業
料
（
教
材
費
込
み
）

１
科
目
（
２
単
位
）
２
万
円

１
科
目
（
４
単
位
）
４
万
円

●

募
集
期
間

る
人

●

割
引
内
容
【
例
え
ば
】

基
本
使
用
料
50
％
引
き
な
ど

※
電
話
会
社
に
よ
り
異
な
り
ま
す

の
で
、
ご
加
入
の
携
帯
電
話
会

社
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い

●

問
合
先

ご
加
入
の
携
帯
電
話
会
社

《
教
養
学
部
》

●

入
学
資
格

平
成
16
年
４
月
１
日
現
在
で
、

15
歳
以
上
の
人
（
全
科
履
修
生

は
18
歳
以
上
）

●

学
生
の
種
類

▽
全
科
履
修
生

卒
業
を
め
ざ
す
学
生

▽
選
科
履
修
生

１
年
間
在
学
す
る
学
生

▽
科
目
履
修
生

６
か
月
在
学
す
る
学
生

●

入
学
料

▽
全
科
履
修
生

２
万
円

▽
選
科
履
修
生

７
０
０
０
円

▽
科
目
履
修
生

５
０
０
０
円

●

授
業
料
（
教
材
費
込
み
）

１
科
目
（
２
単
位
）
１
万
円

《
大
学
院
》

●

入
学
資
格

ぼ
し
ゅ
う

放
送
大
学
の
学
生
を

募

集

し

ま

す

障
害
者
に
対
す
る

携
帯
電
話
割
引
サ
ー
ビ
ス

障
害
者
に
対
す
る

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
購
入
助
成

勤
労
者
の
た
め
の

技
能
向
上
訓
練
講
習

市役所の一般業務は、12月27日（土）から１月４日（日）ま
で休業します。ただし、出生、死亡、婚姻など、戸籍の届け出は
休み中でも当直室で受け付けます。
なお、主な施設・業務の休業日は次のとおりです。
◆市民会館・市民センター
12月29日～１月３日
◆市民図書館
12月28日～１月３日
※休館中の返本は、ブックポストをご利用ください。ただし、視
聴覚資料は、開館後に直接図書館の受け付けへお返しください
◆国見台運動公園
12月29日～１月３日
◆ゴミの収集
１月１日～４日
※この期間中は集積所にゴミを出さないでください
◆環境センターへのゴミの持ち込みができない日
12月21日、28日、１月１日～３日
※毎年12月30日、31日は搬入車両が多い
ため、たいへん混雑します。早めの搬入
をお願いします
◆し尿くみ取り
12月31日～１月４日
◆野犬の捕獲
12月19日～１月５日
◆犬の引き取り
12月26日～１月５日

12
月
15
日
（
月
）
〜
平
成
16
年

２
月
29
日
（
日
）

●

申
込
・
問
合
先

放
送
大
学
佐
賀
学
習
セ
ン
タ
ー

（
1
０
９
５
２
@2
３
３
０
８
）

●

対
象
者

民
間
企
業
な
ど
の
勤
労
者

●

講
習
内
容

パ
ソ
コ
ン
入
門
コ
ー
ス

●

期

間

平
成
16
年
１
月
27
日
（
火
）
、

28
日
（
水
）

●

場

所

県
立
産
業
技
術
学
院
（
多
久
市
）

●

受
講
料

無

料

※
テ
キ
ス
ト
代
が
別
途
必
要
で
す

●

定

員

25
人

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

●

申
込
・
問
合
先

県
立
産
業
技
術
学
院

（
1
０
９
５
２
◯74
４
３
３
０
）
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※
定
員
は
一
般
選
考
、
推
薦
選
考

を
合
わ
せ
た
数
で
す
。
自
動
車

工
学
科
は
大
学
受
検
資
格
が
必

要
で
、
推
薦
は
あ
り
ま
せ
ん

※
福
祉
サ
ー
ビ
ス
科
は
、
新
規
の

中
・
高
卒
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん

●

受
付
期
間

▽
推
薦
選
考

平
成
16
年
１
月
５

日
（
月
）
〜
９
日
（
金
）

▽
一
般
選
考

平
成
16
年
１
月
５

日
（
月
）
〜
30
日
（
金
）

本
校
の
専
門
課
程
を
卒
業
し
た

人
お
よ
び
卒
業
見
込
み
の
人
、

ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学

力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
人

●

試
験
日

平
成
16
年
２
月
26
日
（
木
）

●

出
願
期
間

平
成
16
年
２
月
４
日
（
水
）
〜

17
日
（
火
）

●

申
込
・
問
合
先

県
立
有
田
窯
業
大
学
校

（
1
０
９
５
５
$2
３
１
４
４
）

●

受
験
資
格

高
校
を
卒
業
し
た
人
、
ま
た
は

こ
れ
と
同
等
の
学
力
を
有
す
る

人
、
お
よ
び
平
成
16
年
３
月
高

校
卒
業
見
込
み
の
人

●

募
集
定
員
・
期
間

《
本

科
》

農
産
課
程
、
園
芸
課
程
、
畜
産

課
程

２
年

50
人

《
専

科
》

農
産
、
野
菜
、
花
き
果
樹
、
畜

産

１
年

若
干
名

●

試
験
日

平
成
16
年
２
月
２
日
（
月
）

●

出
願
期
間

平
成
16
年
１
月
９
日
（
金
）
〜

23
日
（
金
）

●

問
合
先

佐
賀
県
農
業
大
学
校

（
1
０
９
５
２
$5
２
１
４
４
）

●

試
験
日
程

▽
推
薦
選
考

平
成
16
年
１
月
16
日
（
金
）

▽
福
祉
サ
ー
ビ
ス
科
適
性
検
査

平
成
16
年
２
月
６
日
（
木
）

▽
一
般
選
考

《
短
期
過
程
》

平
成
16
年
２
月
17
日
（
火
）

《
普
通
過
程
》

平
成
16
年
２
月
18
日
（
水
）

●

申
込
・
問
合
先

県
立
産
業
技
術
学
院

（
1
０
９
５
２
◯74
４
３
３
０
）

《
専
門
課
程

定
員
30
人
》

●

出
願
資
格

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
お
よ

び
卒
業
見
込
み
の
人
、
ま
た
は

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
と
同

等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認

め
ら
れ
る
人

●

試
験
日

平
成
16
年
２
月
３
日
（
火
）
、

４
日
（
水
）

●

出
願
期
間

平
成
16
年
１
月
６
日
（
火
）
〜

19
日
（
月
）

《
研
究
科

定
員
10
人
》

●

出
願
資
格

し

け

ん

平
成
16
年
度
県
立
産
業

技
術
学
院
生
募
集

科 目

生 産 技 術 科

自動車工学科

建 築 設 計 科

商業ビジネス科

電 気 科

環 境 設 備 科

期間

２年

２年

１年

１年

１年

１年

定 員

25人

15人

20人

25人

20人

20人

【普通過程】（４月入校生）

科 目

総 合 建 築 科

インテリア工芸科

福祉サービス科

金 属 加 工 科

期 間

１ 年

１ 年

6か月

１ 年

定 員

20人

30人

15人

20人

【短期過程】（４月入校生）

県
立
窯
業
大
学
校

佐
賀
県
農
業
大
学
校

▼
取
扱
窓
口

伊
万
里
市
体
育
協
会
（
体
育

保
健
課
内
）、
各
町
公
民
館

▼
価

格

一
冊
５
０
０
円

▼
問
合
先

伊
万
里
市
体
育
協
会

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
４
６
４
）
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社
会
福
祉
事
業
へ

●

香
月

昌
代
（
亡
夫

松
島
町
）

●

副
島

強
（
亡
妹
幸
代

木
須
西
）

●

前
田

祥
子
（
亡
夫
政
彦

〃

）

●

中
村

好
枝
（
亡
夫
作
雄

新
天
町
三
区
）

●

一
ノ
瀬
一
恵
（
亡
夫
敏
郎

弁
天
町
）

●

片
岡

英
隆
（
亡
母
チ
カ
子
立
花
町
西
円
蔵
寺
）

●

山
口

茂
樹
（
亡
母
ア
キ
コ

〃

渚
）

●

野
口
フ
ミ
エ
（
亡
夫
近
理

大
川
内
町
市
山
）

●

中
山

淳
子
（
亡
父
岩
崎
洋
一
郎

〃

福
野
）

●

山
下

ツ
マ
（
亡
夫
民
蔵

南
波
多
町
府
招
上
）

●

向

隆
行
（
亡
母
逸
子

大
川
町
宿
）

●

中
島

智
（
亡
父
秋
太

〃

井
手
口
）

●

前
田

敏
昭
（
亡
母
ス
ガ

東
山
代
町
里
）

●

松
尾
磨
模
留
（
亡
妻
ア
キ
子

山
代
町
楠
久
）

●

古
賀

実
（
亡
姉
早
苗

〃

城
）

●

中
野

正
樹
（
亡
母
ヨ
ブ

〃

峰
）

●

松
瀬

俊
子
（
亡
子
貢

〃

〃
）

●

山
口

宇
作
（
亡
妻
洋
子

〃

西
分
）

●

田
口

武
久
（
亡
母
フ
ユ
子

鹿
島
市
）

▲

車
椅
子
一
台

㈱
ニ
チ
イ
学
館

ア
イ
リ
ス
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
佐
賀
駅
前

（
佐
賀
市
）

図
書
館
整
備
寄
付
金
へ

●

田
中
マ
ツ
エ
（
亡
夫

次

東
山
代
町
天
神
）

教
育
振
興
奨
励
基
金
へ

●

山
口

宇
作
（
亡
妻
洋
子

山
代
町
西
分
）

体
育
振
興
奨
励
基
金
へ

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

◎11月末締め ●印は香典返し ▲印は篤志寄付です。

図
書
館
は
、
12
月
28
日
（
日
）
か
ら

１
月
３
日
（
土
）
ま
で
休
館
し
、
１
月

４
日
（
日
）
か
ら
通
常
ど
お
り
開
館
し

ま
す
。
ま
た
、
ぶ
っ
く
ん
の
巡
回
は
６

日
（
火
）
か
ら
再
開
し
ま
す
。

休
館
中
の
図
書
の
返
却
は
、
ブ
ッ
ク

ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

視
聴
覚
資
料
は
、
破
損
の
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
開
館
時
に
デ
ス
ク
ま
で
お

返
し
く
だ
さ
い
。

新
年
も
今
年
以
上
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

年年
末末
年年
始始
休休
館館
のの

おお
知知
らら
せせ

海
岸
に
流
れ
着
い
た
多
く
の
漂

着
物
。
流
木
、
ガ
ラ
ス
瓶
や
玩
具

な
ど
。
そ
ん
な
漂
着
物
か
ら
は
、

思
い
も
よ
ら
な
い
発
見
、
あ
る
い

は
海
を
取
り
巻
く
環
境
問
題
な
ど
、

多
く
の
事
柄
の
語
り
か
け
が
あ
り

ま
す
。
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
、
ど

ん
な
理
由
で
旅
し
て
き
た
ん
で
し

ょ
う
か
。
写
真
が
語
る
社
会
の
一

面
で
も
あ
り
ま
す
。

『漂着物考
浜辺のミュージアム』
ＩＮＡＸ出版

こんにちはこんにちはこんにちは
図書館です図書館です図書館です

１月1､2､3､5､12､13､19､22日
１月 26日（館内整理日）１月の休館日

▲

一
万
円

中
島
紘
一
（
新
天
町
一
区
）

伊
万
里
駅
周
辺
景
観
整
備
と
し
て（
ベ
ニ
シ
ダ
レ

サ
ク
ラ
一
本
）

▲

四
十
八
万
円

古
伊
万
里
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

明
る
い
町
づ
く
り
推
進
基
金
な
ど
へ

〔
牧
島
公
民
館
〕

●

副
島

強
（
亡
妹
幸
代

木
須
西
）

●

前
田

祥
子
（
亡
夫
政
彦

〃

）

〔
大
坪
公
民
館
〕

●

樋
渡

芳
成
（
亡
祖
母
松
尾
リ
ツ

柳
井
町
）

〔
立
花
公
民
館
〕

●

山
口

茂
樹
（
亡
母
ア
キ
コ

渚
）

●

中
村

好
枝
（
亡
夫
作
雄

新
天
町
三
区
）

●

鎌
倉

健
一
（
亡
義
父
佐
藤
嘉
雄
立
花
台
三
丁
目
）

〔
大
川
内
公
民
館
〕

●

野
口
フ
ミ
エ
（
亡
夫
近
理

市
山
）

〔
南
波
多
公
民
館
〕

●

山
下

ツ
マ
（
亡
夫
民
蔵

府
招
上
）

●

吉
野

照
子
（
亡
夫
哲
男

高
瀬
）

〔
大
川
公
民
館
〕

●

向

隆
行
（
亡
母
逸
子

宿
）

●

喜
多
徳
三
郎
（
亡
子
一
徳

立
川
）

〔
松
浦
公
民
館
〕

●

中
島

徳
雄
（
亡
母
ク
マ

中
通
）

〔
二
里
公
民
館
〕

●

田
中
サ
チ
子
（
亡
夫
源
次

金
武
）

〔
東
山
代
公
民
館
〕

●

前
田

敏
昭
（
亡
母
ス
ガ

里
）

●

田
中
マ
ツ
エ
（
亡
夫

次

天
神
）

〔
山
代
公
民
館
〕

●

中
野

正
樹
（
亡
母
ヨ
ブ

峰
）

●

松
瀬

俊
子
（
亡
子
貢

〃
）
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お 知 ら せ

◇
３
か
月
児
健
康
診
査

▼
対

象

平
成
15
年
10
月
生
ま
れ

▼
日

時

１
月
22
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
１
時
半

◇
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

▼
対

象

平
成
14
年
６
月
生
ま
れ

▼
日

時

１
月
８
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
１
時
半

◇
３
歳
８
か
月
児
健
康
診
査

▼
対

象

平
成
12
年
５
月
生
ま
れ

▼
日

時

１
月
15
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
１
時
半

※
会
場
は
、
市
民
セ
ン
タ
ー
健
康
推

進
室
で
す
。
母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

乳
幼
児
定
期
健
康
診
査

百
日
ぜ
き
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風

（
三
種
混
合
）
予
防
接
種

▼
対

象

平
成
15
年
５
月
生
ま

れ
と
継
続
接
種
の
乳
幼
児

▼
接
種
方
法

①
１
期
初
回

３
〜
８
週
間
隔
３
回

②
１
期
追
加

１
期
初
回
接
種
後
、

12
〜
18
か
月
の
間
に
１
回
接
種

③
接
種
日
の
５
日
前
ま
で
に
医
療

機
関
に
申
し
込
み
、
保
護
者
同

伴
で
受
け
て
く
だ
さ
い

▼
料

金

無

料
14：

00
〜
17：

00

13：

30
〜
17：

30

15：

00
〜
17：

00

14：

30
〜
17：

30

９：

00
〜
13：

00

14：

30
〜
18：

00

14：

30
〜
16：

30

13：

00
〜
16：

00

９：

00
〜
12：

00

14：

00
〜
18：

00

15：

00
〜
17：

00

13：

30
〜
17：

00

14：

00
〜
17：

30

15：

00
〜
16：

00

９：

00
〜
12：

00

14：

00
〜
17：

00

16：

00
〜
17：

00

15：

00
〜
17：

00

15：

00
〜
17：

00

13：

30
〜
15：

00

14：

30
〜
15：

00

16：

00
〜
16：

30

８：

00
〜
12：

00

14：

00
〜
15：

30

９：

30
〜
11：

30

13：

30
〜
14：

30

９：

00
〜
12：

00

14：

00
〜
18：

00

14：

00
〜
15：

00

15：

00
〜
16：

00

13：

30
〜
14：

30

13：

30
〜
14：

30

11：

00
〜
12：

00

11：

00
〜
12：

00

16：

00
〜
16：

30

第
１
火
曜

第
２
火
曜

第
２
火
曜

第
２
火
曜

第
２
火
曜

第
１
水
曜

第
２
水
曜

第
１
水
曜

第
１
金
曜

第
１
木
曜

第
３
木
曜

第
２
火
曜

第
１
金
曜

第
２
金
曜

第
２
木
曜

第
２
火
曜

第
３
水
曜

第
４
金
曜

第
２
水
曜

第
２
火
曜

第
２
火
曜

第
３
木
曜

第
２
水
曜

第
２
火
曜

第
２
火
曜

第
１
月
曜

第
２
水
曜

第
３
水
曜

第
３
木
曜

第
３
火
曜

第
４
火
曜

第
４
火
曜

第
３
火
曜

第
３
水
曜

第
３
水
曜

第
３
水
曜

第
３
金
曜

第
３
木
曜

第
４
火
曜

第
３
金
曜

第
４
水
曜

第
３
火
曜

第
４
水
曜

第
４
木
曜

口

石

病

院

一
番
ケ
瀬
耳
鼻
咽
喉
科
医
院

梶

山

整

形

外

科

加

茂

医

院

日

高

医

院

岡

村

医

院

泌
尿
器
科
い
ま
り
ク
リ
ニ
ッ
ク

隅

田

病

院

夏

秋

医

院

ハ

ヤ

シ

産

婦

人

科

医

院

堀

田

病

院

前

田

病

院

浜
田
産
婦
人
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

山

口

病

院

い

び

整

形

外

科

小

島

病

院

助

広

医

院

小

島

医

院

近

藤

医

院

山

元

外

科

病

院

い

と

う

小

児

科

内

山

産

婦

人

科

医

院

立

石

医

院

社

会

保

険

浦

之

崎

病

院

樋

口

医

院

水

上

医

院

西

田

病

院

二

里

山

代

※予防接種後１週間は、ほかの予防接種はできません。実施日が祝日の場合は医療機関にご相談ください

平成１５年度 三種混合予防接種日程表

波
多
津

南
波
多

松

浦

東
山
代

山
本
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

区

分

医

療

機

関

名

毎

月

の

接

種

日

時

間

黒

川

第
１
水
曜

第
３
水
曜

小

島

医

院

鈴

山

内

科

小

児

科

医

院

第
２
火
曜

第
４
火
曜

井

手

小

児

科

医

院

伊
万
里

第
１
金
曜

第
３
金
曜

妊産婦・乳幼児相談

妊婦わくわくクラブ
s日 時 １月16日（金）

午後１時半～３時
s内 容 育児の情報と妊婦さ

んの仲間づくり

s期 日 １月19日（月）
s対象および受付時間
◎妊産婦 ５か月児・10か月児

午前９時半～10時半
◎１歳児・２歳半児

午後１時～２時
s内 容 身体計測、むし歯予

防など

s日 時 毎週月曜日
午後４時～５時

※参加希望者は事前に申し込ん
でください

s日 時 毎週火曜日
午後１時半～３時半

s対 象 40歳以上の人でリハ
ビリ訓練に通える人(参加希望者
は事前に申し込んでください）

s日 時 １月29日（木）
２月 ６日（金）
午後１時～３時半

※参加希望者は事前に申し込ん
でください
※会場はいずれも市民センター

気功の集い

リハビリ教室

▼
診
療
日
時

12
月
31
日
（
水
）

１
月
１
日
（
木
）
〜
４
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
問
合
先

牲
@3
９
９
１
０

※
救
急
医
療
情
報
に
つ
い
て
は
市

消
防
本
部
牲
@2
３
８
５
２
へ

▼
日

時

１
月
23
日
（
金
）

午
後
１
時
〜
２
時
半

▼
場

所

東
山
代
公
民
館

▼
定

員

30
人
（
20
歳
以
上
）

※
参
加
希
望
者
は
事
前
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

伊
万
里
休
日
急
患
医
療
セ
ン

タ
ー
診
療
日
の
お
知
ら
せ

骨

密

度

測

定

と

健

康

相

談

肝臓病予防教室

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状

は
急
に
38
度
以
上
の
高
熱
が

出
て
、
筋
肉
痛
や
関
節
痛
な

ど
の
全
身
症
状
が
出
る
こ
と

が
特
徴
で
す
。

予
防
に
は
十
分
な
栄
養
と

休
養
を
と
り
普
段
か
ら
体
力

づ
く
り
と
健
康
管
理
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
流
行
時
に
は
な
る

べ
く
人
ご
み
を
避
け
、
マ
ス

ク
の
着
用
や
外
出
後
は
手
洗

い
と
う
が
い
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

※
「
か
か
っ
た
か
な
」
と
思

っ
た
ら
早
目
に
受
診
し
て

く
だ
さ
い

イイ
ンン
フフ
ルル
エエ
ンン
ザザ

をを
予予
防防
すす
るる
にに
はは


